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訳
者
ま
え
が
き

　
こ
の
ゼ
ー
ガ
ー
ス
の
『
第
七
の
十
字
架
』
は
き
わ
め
て
緻
密
な
構
成
を
も
っ
た
長
篇
小
説
で
、
し
か

も
作
品
の
な
か
で
は
い
ろ
い
ろ
な
関
係
に
つ
い
て
特
に
具
体
的
な
説
明
は
さ
れ
て
い
ず
、
精
巧
な
芸
術

的
ヴ
ェ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
、
本
篇
を
読
ま
れ
る
に
先
立
っ
て
、
一
応
次
の
よ
う
な
事
項
を
あ

ら
か
じ
め
念
頭
に
お
い
て
お
く
こ
と
が
便
利
で
あ
る
。

１
　
時
　
代

　
一
九
三
七(

昭
和
十
二)

年
秋
十
月
の
あ
る
月
曜
日
の
朝
に
は
じ
ま
り
、
次
の
月
曜
日
の
夕
方
に
終
わ

る
約
一
週
間
の
物
語
で
あ
る
。
第
１
章
冒
頭
の
短
い
序
節
に
照
応
し
て
、
第
７
章
末
に
付
さ
れ
た
短
節

で
、
そ
の
第
二
週
目
の
月
曜
の
最
後
の
結
末
が
描
か
れ
て
お
り
、
各
章
は
お
お
む
ね
一
日
の
朝
か
ら
夜

ま
で
を
内
容
と
し
、
第
１
章
が
月
曜
、
第
２
章
が
火
曜
、
第
７
章
は
日
曜
か
ら
月
曜
に
及
ぶ
と
い
う
構

成
で
あ
る
。
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い
う
ま
で
も
な
く
一
九
三
七
年
の
ド
イ
ツ
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
治
下
に
呻し

ん

吟ぎ
ん

す
る
ド
イ
ツ
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
革
命
運
動
の
昂
揚
、
敗
戦
イ
ン
フ
レ
の
混
乱
と
世
界
恐
慌
の
波
の
間
隙
を
縫
っ

て
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
ズ
ム
が
台
頭
し
、
一
九
三
三
年
に
そ
の
暴
虐
な
覇
権
を
確
立
し
た
後
は
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
嵐
の
下
に
、
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
反
対
者
⒡
⒢
い
な
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、
ナ
チ
の
比
類

な
き
悪
法
に
ち
ょ
っ
と
で
も
触
れ
た
も
の
は
す
べ
て
⒡
⒢
強

制

収

容

所

コ
ン
ツ
ェ
ン
ト
ラ
チ
オ
ー
ン
ス
ラ
ー
ガ
ー(

Ｋ
Ｚ

カ
ー
ツ
ェ
ッ
ト)

へ
投
獄
し
、

対
外
的
に
は
そ
の
侵
略
の
野
望
を
日
ご
と
に
尖
鋭
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
前
夜
、
独

裁
下
の
国
民
生
活
に
は
秘
密
国
家
警
察
「
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
」
が
跳
ち
ょ
う

梁り
ょ
うし
、
家
庭
内
親
子
間
で
さ
え
も
裏
切

り
密
告
が
つ
ね
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
当
時
の
民
衆
生
活
の
諸
相
が
こ
の
作
品
に
あ
ら
ゆ
る
具
体

的
形
象
を
も
っ
て
如
実
に
描
か
れ
て
い
る
。
あ
の
「
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
」
の
旗
を
翻
ひ
る
が
えし
、「
ハ
イ

ル
・
ヒ
ト
ラ
ー
！
」
に
明
け
暮
れ
る
時
代
で
あ
り
、

突

撃

隊

シ
ュ
ト
ル
ム
・
ア
プ
タ
イ
ル
ン
グ(

Ｓ
Ａ

エ
ス
ア
ー)

や

親

衛

隊

シ
ュ
ッ
ツ
・
シ
ュ
タ
ッ
フ
ェ
ル

(

Ｓ
Ｓ

エ
ス
エ
ス)

や
、
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
呪
う
べ
き
一
色
に
包
ま
れ
た
ド
イ
ツ
で
あ
る
。

２
　
場
　
所

　
ラ
イ
ン
河
沿
岸
の
ド
イ
ツ
。
ち
ょ
う
ど
支
流
の
マ
イ
ン
河
を
合
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
マ
イ
ン

ツ
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
等
の
都
市
が
並
び
、
こ
れ
ら
低
地
の
工
業
地
帯
に
対
し
て
、
そ
の
後
背
の
丘
陵
山
岳

地
帯
が
ブ
ド
ウ
畑
や
農
村
の
一
帯
で
あ
り
、
こ
こ
に
ヴ
ェ
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
強
制
収
容
所
が
あ
る
と
さ
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れ
る
。
物
語
は
月
曜
の
朝
、
こ
の
収
容
所
を
脱
走
す
る
七
人
の
囚
人
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
地
方
一
帯

に
ま
た
が
っ
て
展
開
す
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
ン
地
方

ラ

ン

ト

は
、
古
く
は
開
化
し
た
南
欧
と
未
開
の
北
欧

と
の
境
界
で
あ
り
、
近
く
は
独
仏
両
国
の
国
境
地
帯
で
あ
り
、
歴
史
的
に
複
雑
な
国
際
関
係
が
絡
み
あ

っ
て
、
住
民
の
生
活
意
識
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
浸
透
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
と
し
て
は
も
っ
と
も
早
く

近
代
資
本
主
義
化
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
を
受
け
て
革
命
運
動
の
伝
統
も
根
強
い
。
こ
の
前
年
の
三
月
、

ヒ
ト
ラ
ー
は
そ
れ
ま
で
非
武
装
地
帯
で
あ
っ
た
こ
の
地
方
に
武
力
進
駐
を
行
な
い
、
マ
イ
ン
ツ
に
旧
連

隊
を
復
活
さ
せ
た
。
再
軍
備
と
警
察
国
家
の
現
実
、
キ
リ
ス
ト
教
会
や
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
弾
圧
等
の
ナ
チ

の
政
策
は
こ
の
地
方
の
生
活
に
も
色
濃
く
染
み
こ
ん
で
い
る
。

３
　
登
場
人
物

ゲ
オ
ル
ク
・
ハ
イ
ス
ラ
ー
　
脱
走
者
七
人
中
の
一
人
、
本
篇
の
主
人
公
。
自
動
車
修
理
工
。
す
で
に
地

下
組
織
化
さ
れ
た
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
労
働
運
動
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
た
政
治
犯
、
屈
強
な
青
年
で
あ
る
。

ゲ
オ
ル
ク
す
な
わ
ち
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
を
訛な
ま

っ
て
「
シ
ョ
ル
シ
ュ
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
母
と
兄
弟
三
人
あ

り
、
そ
の
一
人
は
Ｓ
Ａ
隊
員
、
小
さ
な
弟
は
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
。
妻
エ
リ
が
い
る
が
愛
情
は

な
い
。

エ
ル
ン
ス
ト
・
ヴ
ァ
ラ
ウ
　
脱
走
者
、
四
十
三
歳
。
脱
走
計
画
を
指
導
し
た
も
っ
と
も
思
想
強
固
な
政
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治
犯
。
こ
の
地
方
の
工
場
委
員
で
、
ゲ
オ
ル
ク
の
知
り
得
た
も
っ
と
も
信
頼
す
る
友
で
あ
り
先
輩
で

あ
り
、
脱
走
中
も
ゲ
オ
ル
ク
は
常
に
頭
の
な
か
で
こ
の
友
の
指
示
を
問
い
期
待
す
る
。
夫
ヴ
ァ
ラ
ウ

同
様
意
志
堅
固
な
妻
ヒ
ル
デ
と
、
両
親
か
ら
よ
く
教
育
さ
れ
た
二
人
の
息
子
が
あ
る
。

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
イ
ト
ラ
ー
　
脱
走
者
。
外
国
為
替
取
扱
の
手
違
い
か
ら
法
に
触
れ
、
恐
怖
の
あ
ま
り

慄ふ
る

え
を
隠
せ
ず
、
怪
し
ま
れ
て
収
監
さ
れ
た
。
脱
走
直
後
、
一
番
先
に
逮
捕
さ
れ
る
。

オ
イ
ゲ
ン
・
ペ
ル
ツ
ァ
ー
　
脱
走
者
。
三
十
八
歳
、
七
人
の
う
ち
心
身
と
も
に
も
っ
と
も
弱
い
知
的
な

タ
イ
プ
。
ブ
ー
ヘ
ナ
ウ
村
で
、
ゲ
オ
ル
ク
の
隠
れ
場
の
す
ぐ
近
く
で
、
村
人
に
捕
え
ら
れ
る
。

ベ
ロ
ー
ニ
　
脱
走
者
、
軽
業
師
。
本
名
ア
ン
ト
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
。
フ
ラ
ン
ス
の
演
芸
家
組
合
か
ら
の
手

紙
を
発
見
さ
れ
て
収
監
。
敏び
ん

捷し
ょ
うな
体
力
を
利
し
て
逃
げ
る
が
、
最
後
は
追
い
つ
め
ら
れ
て
ホ
テ
ル
の

屋
上
か
ら
墜
落
。

フ
ュ
ル
グ
ラ
ー
ベ
　
脱
走
者
。
ラ
ジ
オ
新
聞
そ
の
他
の
鋭
い
捜
索
網
に
絶
望
し
、
恐
怖
に
駆
ら
れ
て
逃

亡
を
断
念
、
自
首
し
て
出
る
。
ゲ
オ
ル
ク
に
も
自
首
を
勧
め
る
。

ア
ル
デ
ィ
ン
ガ
ー
　
脱
走
者
、
元
村
長
の
老
人
。
娘
の
夫
が
政
治
犯
と
な
っ
た
た
め
、
隣
り
村
の
村
長

ヴ
ル
ツ
に
密
告
さ
れ
、
私
怨
に
よ
っ
て
地
位
を
奪
わ
れ
た
。
ゲ
オ
ル
ク
と
こ
の
老
人
だ
け
が
最
後
ま

で
捕
え
ら
れ
な
い
。
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フ
ァ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
　
ヴ
ェ
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
収
容
所
の
所
長
。
古
手
の
狂
信
的
軍
人
で
、
ナ
チ
ズ
ム

の
残
虐
性
の
権
化
。「
ゼ
ー
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
征
服
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ブ
ン
ゼ
ン
　
収
容
所
の
若
い
中
尉
。
大
天
使
の
よ
う
な
男
性
的
美
貌
の
持
ち
主
で
、
フ
ァ
ー
レ
ン
ベ
ル

ク
と
は
ま
た
別
個
の
荒す
さ

ん
だ
性
格
の
典
型
的
な
ナ
チ
軍
人
。

ツ
ィ
リ
ヒ
　
収
容
所
長
フ
ァ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
の
信
任
厚
い
下
士
官
。
収
容
所
の
「
特
別
労
役
縦
隊
」
を

指
揮
す
る
。
貧
農
の
出
で
、
軍
隊
と
ナ
チ
の
強
権
体
制
に
出
世
の
道
を
夢
見
る
、
拷
問
の
名
人
。
無

頼
な
農
民
不
満
分
子
の
一
典
型
。

オ
ー
バ
ー
カ
ム
プ
と
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
　
と
も
に
敏
腕
な
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
警
部
。
前
者
が
上
級
、
脱
走
者

の
科
学
的
捜
査
瞬
問
の
官
憲
側
担
当
者
。
熱
狂
的
な
司
令
官
、
Ｓ
Ｓ
側
と
は
対
立
関
係
に
あ
る
。

フ
ラ
ン
ツ
・
マ
ル
ネ
　
ゲ
オ
ル
ク
の
旧
友
で
、
ゲ
オ
ル
ク
を
政
治
運
動
へ
啓
蒙
し
た
男
。
現
在
は
伯
父

の
マ
ル
ネ
家
に
寄
食
し
、
ヘ
ヒ
ス
ト
の
工
場
労
働
者
。
思
慮
深
い
情
緒
的
個
人
的
性
格
で
、
ヘ
ル
マ

ン
と
親
し
い
。
初
恋
の
相
手
の
エ
リ
を
ゲ
オ
ル
ク
に
奪
わ
れ
た
過
去
を
も
つ
。

マ
ル
ネ
家
　
リ
ン
ゴ
作
り
の
堅
実
平
凡
な
中
農
家
庭
。
フ
ラ
ン
ツ
の
伯
父
の
老
夫
婦
、
娘
の
ア
ウ
グ
ス

テ
夫
婦
そ
の
他
が
あ
り
、
末
息
子
は
マ
イ
ン
ツ
の
連
隊
に
入
営
中
。「
本
家
の
マ
ル
ネ
家
」
と
呼
ば

れ
、
こ
れ
に
対
す
る
「
分
家
の
マ
ル
ネ
家
」
の
娘
エ
ル
ゼ
は
ヘ
ル
マ
ン
の
妻
。
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マ
ン
ゴ
ル
ト
家
　
マ
ル
ネ
家
の
隣
家
。
娘
盛
り
の
ゾ
フ
ィ
ー
は
羊
飼
い
の
エ
ル
ン
ス
ト
に
思
い
を
よ
せ

る
。
マ
ル
ネ
家
で
は
こ
の
娘
を
フ
ラ
ン
ツ
の
妻
に
と
考
え
て
い
る
。

エ
ル
ン
ス
ト
　
羊
飼
い
。
ナ
チ
ス
を
は
じ
め
下
界
の
問
題
は
無
視
し
て
、
丘
の
上
で
牝
犬
を
相
手
に
生

き
て
い
る
。
裏
切
り
は
し
な
い
。
人
間
と
自
然
の
結
び
付
き
の
象
徴
的
存
在
。
女
た
ち
に
人
気
が
あ

る
。

ヘ
ル
マ
ン
　
フ
ラ
ン
ツ
の
友
人
、
住
宅
団
地
に
住
む
鉄
道
検
査
・
修
理
施
設
の
労
働
者
。
若
い
妻
エ
ル

ゼ
は
マ
ル
ネ
家
の
姪
。
反
ナ
チ
の
地
下
組
織
に
属
し
て
い
る
、
冷
静
で
根
強
い
闘
士
で
あ
り
、
フ
ラ

ン
ツ
の
無
二
の
相
談
相
手
⒡
⒢
表
面
は
チ
ェ
ス
敵
で
あ
る
。

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
メ
ッ
テ
ン
ハ
イ
マ
ー
　
ゲ
オ
ル
ク
の
妻
エ
リ
の
父
親
。
三
十
年
来
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

の
ハ
イ
ル
バ
ッ
ハ
社
に
定
職
を
得
て
い
る
穏
健
誠
実
な
職
人
気
質
の
室
内
装
飾
師
の
親
方

マ
イ
ス
タ
ー

。
六
十

二
歳
。
五
人
の
子
持
ち
で
、
上
の
娘
は
銀
行
員
で
Ｓ
Ｓ
大
隊
指
導
者
の
ラ
イ
ネ
ル
ス
に
嫁
し
て
い
る
。

エ
リ
　
メ
ッ
テ
ン
ハ
イ
マ
ー
の
最
愛
の
娘
。
本
名
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
、
愛
称
エ
リ
。
ゲ
オ
ル
ク
と
の
あ
い

だ
に
一
子
を
も
う
け
た
が
、
相
互
の
愛
情
は
離
れ
、
現
在
は
男
友
達
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
キ
ュ
ー
プ
ラ
ー

が
あ
る
。
ゲ
オ
ル
ク
と
正
式
に
離
婚
は
し
て
い
な
い
。

レ
ー
ニ
　
ゲ
オ
ル
ク
の
Ｋ
Ｚ
入
所
前
の
最
後
の
恋
人
。
彼
は
つ
ね
に
こ
の
少
女
に
期
待
を
か
け
て
、
脱

走
後
は
ま
ず
こ
の
家(

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト)

へ
行
こ
う
と
企
て
て
い
る
。
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フ
リ
ッ
ツ
・
ヘ
ル
ヴ
ィ
ヒ
　
ダ
レ
農
業
学
校
の
園
芸
見
習
い
。
ゲ
オ
ル
ク
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
盗
ま
れ
た

少
年
。

ヴ
ル
ツ
　
ア
ル
デ
ィ
ン
ガ
ー
を
密
告
し
て
統
合
村
村
長
に
収
ま
り
、
村
を
ナ
チ
化
し
た
老
人
。
無
頼
な

Ｓ
Ａ
隊
員
の
息
子
た
ち
を
も
つ
。

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
　
迫
害
さ
れ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
。
ゲ
オ
ル
ク
の
手
を
治
療
す
る
。

マ
レ
リ
夫
人
　
俳
優
の
衣
裳
づ
く
り
の
裁
縫
師
。
ベ
ロ
ー
ニ
の
知
人
で
愛
情
豊
か
な
老
婦
人
。

オ
ッ
ト
ー
・
バ
ッ
ハ
マ
ン
　
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
市
電
車
掌
。
転
向
者
。
そ
の
妻
は
ヴ
ァ
ラ
ウ
の
妻
と
幼
時

よ
り
親
友
。
ヴ
ァ
ラ
ウ
の
脱
走
に
裏
切
り
行
為
を
し
て
縊
死
。

メ
ッ
サ
ー
家
　
村
の
地
主
。
老
人
と
Ｓ
Ｓ
の
息
子
た
ち
と
主
婦
代
わ
り
の
オ
イ
ゲ
ー
ニ
エ(

第
一
次
大

戦
後
の
占
領
時
、
フ
ラ
ン
ス
兵
と
の
あ
い
だ
に
一
子
を
も
う
け
た
中
年
女
性)

が
い
る
。

パ
ウ
ル
・
レ
ー
ダ
ー
　
ゲ
オ
ル
ク
の
幼
友
達
。
ゲ
オ
ル
ク
が
政
治
運
動
へ
走
っ
た
た
め
に
遠
ざ
か
っ
て

し
ま
っ
た
。
愛
す
べ
き
妻
リ
ー
ゼ
ル
、
子
供
た
ち
と
共
に
平
和
な
勤
労
家
庭
を
営
ん
で
い
る
。

カ
タ
リ
ー
ナ
・
グ
ラ
ッ
バ
ー
　
レ
ー
ダ
ー
の
叔
母
。
運
送
店
を
経
営
す
る
口
や
か
ま
し
い
寡
婦
。

フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
　
レ
ー
ダ
ー
の
工
場
同
僚
。
妻
グ
レ
ー
テ
と
協
力
、
政
治
的
信
念
の
動
揺
を
克
服
し
て
、

ゲ
オ
ル
ク
援
助
の
道
へ
踏
み
き
る
。
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ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
　
レ
ー
ダ
ー
の
工
場
同
僚
で
、
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
の
友
人
。
ヘ
ル
マ
ン
と
地
下
組
織
で
連

携
を
も
つ
。

シ
ェ
ン
ク
　
ゲ
オ
ル
ク
が
援
助
を
期
待
す
る
男
。
だ
が
す
で
に
ヴ
ェ
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
へ
送
ら
れ
て
い

る
。

ザ
ウ
ア
ー
　
ゲ
オ
ル
ク
が
援
助
を
期
待
す
る
第
二
候
補
。
建
築
技
師
。
地
下
組
織
に
入
っ
て
い
る
が
、

警
戒
心
旺
盛
で
ゲ
オ
ル
ク
を
逸
す
る
。

ク
レ
ス
博
士
　
労
働
者
学
校
夜
間
講
座
の
化
学
の
講
師
。
当
時
の
知
識
人
の
一
典
型
。
地
主
貴
族
出
身

の
妻
と
と
も
に
、
ゲ
オ
ル
ク
に
一
夜
の
宿
を
提
供
。

ロ
ッ
テ
　
顔
に
傷
の
あ
る
工
場
労
働
者
。
フ
ラ
ン
ツ
と
旧
知
の
女
性
闘
士
で
、
一
子
を
抱
え
る
未
亡
人
。

シ
ュ
ル
ツ
　
メ
ッ
テ
ン
ハ
イ
マ
ー
の
一
番
弟
子
。
腕
の
た
つ
室
内
装
飾
職
師
。
ナ
チ
批
判
の
良
識
を
も

ち
、
最
後
に
エ
リ
に
求
婚
す
る
。
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第
七
の
十
字
架

(上)



死
ん
だ
者
も
生
き
残
っ
た
者
も
含
め
て
、
す
べ
て
の

ド
イ
ツ
の
反
フ
ァ
シ
ス
ト
た
ち
に
こ
の
書
を
捧
げ
る
。

本
書
の
メ
キ
シ
コ
で
の
出
版
に
際
し
、
ド
イ
ツ
人
と

メ
キ
シ
コ
人
の
作
家
、
芸
術
家
、
印
刷
業
者
た
ち
の

友
情
と
共
同
作
業
に
感
謝
す
る
。

⒡
⒢
ア
ン
ナ
・
ゼ
ー
ガ
ー
ス



第
１
章

　
お
そ
ら
く
お
れ
た
ち
の
国
で
、
い
ま
だ
か
つ
て
こ
ん
な
妙
な
木
が
伐
り
倒
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

第
三
廠し
ょ
う舎し
ゃの
狭
い
側
面
に
生
え
て
い
た
七
本
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
で
あ
る
。
そ
の
樹
冠
の
繁
み
は
、
あ
と
で

わ
か
る
よ
う
な
理
由
か
ら
、
と
う
に
刈
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
幹
に
は
、
肩
の
高
さ
の
と
こ
ろ

に
、
横
板
が
打
ち
つ
け
て
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
は
遠
く
か
ら
み
る
と
、
ま
る
で
七
本
の
十

字
架
に
似
て
い
た
。

　
そ
の
名
を
ゾ
ン
マ
ー
フ
ェ
ル
ト
と
い
う
収
容
所
の
新
任
所
長
が
即
座
に
こ
れ
を
全
部
伐
り
倒
し
て
、

薪ま
き

に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
彼
は
前
任
者
の
フ
ァ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
、
あ
の
古
強
者
「
ゼ
ー
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ

ッ
ト
の
征
服
者
」
⒡
⒢
こ
の
ゼ
ー
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
は
、
い
ま
で
も
ま
だ
フ
ァ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
の

父
親
が
中
央
広
場
の
わ
き
で
ガ
ス
水
道
取
付
業
を
や
っ
て
い
る
⒡
⒢
と
は
、
ま
た
一
風
ち
が
っ
た
人
物

で
あ
る
。
新
所
長
は
ア
フ
リ
カ
の
生
ま
れ
で
、
戦
前(

第
一
次
大
戦

の
前
を
さ
す)
は
植
民
地
軍
の
将
校
だ
っ
た
。
戦
後

15 第 1章



に
は
、
老
少
佐
レ
ッ
ト
ウ
㉗
フ
ォ
ア
ベ
ッ
ク(

中
国
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
数
々
の
武
勲
で
知
ら

れ
る
軍
人
。
ヒ
ト
ラ
ー
と
は
関
係
を
拒
否)

と
と
も
に
、
赤
色
ハ
ン

ブ
ル
ク(

第
一
次
大
戦
後
数
年
間
、
左
派
労
働
者
・
兵
士
が
ベ
ル
リ
ン
、
ハ
ン
ブ

ル
ク
、
ル
ー
ル
地
方
、
ド
イ
ツ
中
部
な
ど
各
地
で
反
乱
を
起
こ
し
た

)

め
ざ
し
て
進
撃
し
た
と
い
う
経
歴
の
持

ち
主
で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
す
べ
て
、
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
か
ら
知
っ
た
こ
と
だ
。
初
代
の
所
長
が

ま
っ
た
く
思
い
も
よ
ら
ぬ
怖
ろ
し
い
残
忍
な
発
作
に
か
ら
れ
る
、
常
軌
を
逸
し
た
奴
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、

新
任
所
長
は
ま
た
ひ
ど
く
冷
静
な
男
で
、
お
よ
そ
彼
の
や
る
こ
と
は
す
べ
て
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

フ
ァ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
は
い
き
な
り
お
れ
た
ち
全
部
を
滅
茶
苦
茶
に
ぶ
ん
殴
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
⒡
⒢

ゾ
ン
マ
ー
フ
ェ
ル
ト
は
全
員
を
ま
ず
き
ち
ん
と
整
列
さ
せ
、
四
人
目
ご
と
に
人
を
抜
き
出
し
て
お
い
て
、

そ
れ
を
遮し

ゃ

二に

無む

二に

袋
叩
き
に
さ
せ
る
の
だ
。
そ
の
こ
と
も
、
当
時
ま
だ
お
れ
た
ち
は
知
ら
な
か
っ
た
。

知
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
何
だ
ろ
う
！
　
六
本
の
木
が
み
な
伐
り
倒
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に

七
本
目
ま
で
伐
り
倒
さ
れ
た
と
き
、
お
れ
た
ち
を
圧
倒
し
た
あ
の
感
情
に
比
べ
れ
ば
、
そ
ん
な
も
の
が

何
だ
ろ
う
！
　
お
れ
た
ち
が
無
力
だ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
囚
人
服
を
着
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
あ

れ
は
た
し
か
に
、
小
さ
な
勝
利
だ
っ
た
。
し
か
も
、
計
り
知
れ
ぬ
長
い
時
間
の
後
に
、
と
つ
ぜ
ん
に
自

分
た
ち
の
力
を
自
覚
さ
せ
た
勝
利
だ
っ
た
。
そ
の
力
は
、
お
れ
た
ち
自
身
さ
え
、
実
に
長
い
あ
い
だ
、

数
量
で
も
っ
て
評
価
す
る
世
間
に
あ
り
ふ
れ
た
多
く
の
力
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
か
の
よ
う
に
見
な
し
て

き
た
の
だ
が
、
実
は
そ
れ
こ
そ
が
、
ふ
い
に
、
果
て
し
な
い
無
限
へ
と
増
大
し
う
る
唯
一
の
力
な
の
だ

っ
た
。
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こ
の
晩
は
じ
め
て
、
お
れ
た
ち
の
廠
舎
に
も
暖
房
が
入
れ
ら
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
天
候
も
変
わ
っ
て
い

た
。
ち
っ
ぽ
け
な
鋳い

物も
の

の
ス
ト
ー
ブ
に
あ
て
が
わ
れ
た
わ
ず
か
の
薪
が
、
事
実
あ
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木

屑
だ
っ
た
か
ど
う
か
、
い
ま
と
な
っ
て
は
も
う
定
か
で
な
い
が
、
当
時
お
れ
た
ち
は
そ
れ
を
確
信
し
て

い
た
。

　
お
れ
た
ち
は
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
に
ひ
し
め
き
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
各
自
が
着
て
い
る
物
を
乾
か
そ

う
と
し
て
で
も
あ
っ
た
が
、
い
つ
に
な
く
見
る
焰ほ
の
おの
ゆ
ら
ぐ
光
景
が
み
ん
な
の
心
を
煽あ
お

り
た
て
た
か
ら

で
も
あ
っ
た
。
Ｓ
Ａ
エ
ス
ア
ー(
ナ
チ
の

突
撃
隊)
の
番
兵
は
お
れ
た
ち
に
背
を
向
け
て
、
ぼ
ん
や
り
格
子
窓
の
外
を
眺
め

て
い
た
。
か
す
か
な
灰
色
の
靄も
や

が
も
う
霧
に
は
な
ら
ず
に
急
に
篠し
の

つ
く
ば
か
り
の
雨
に
な
っ
て
、
い
く

た
び
か
激
し
い
突
風
が
そ
れ
を
廠
舎
に
叩
き
つ
け
て
き
た
。
し
ま
い
に
は
、
Ｓ
Ａ
隊
員
ま
で
が
そ
れ
を

聞
い
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
ち
こ
ち
の
Ｓ
Ａ
ま
で
が
年
に
一
度
の
秋
の
ご
入
来
を
眺
め
て
い
る
。

　
薪
が
音
を
た
て
て
割
れ
た
。
二
つ
の
青
い
焰
が
、
石
炭
も
灼
熱
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
あ

た
え
ら
れ
た
石
炭
は
シ
ャ
ベ
ル
に
ほ
ん
の
五
杯
ほ
ど
で
、
隙
間
風
の
も
れ
る
廠
舎
で
は
わ
ず
か
数
分
間

も
暖
め
る
に
足
り
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
お
れ
た
ち
の
服
さ
え
も
よ
く
乾
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
お
れ
た
ち
は
い
ま
そ
ん
な
こ
と
を
も
う
思
い
煩わ

ず
らっ
て
は
い
な
い
。
考
え
て
い
る
の
は
、
た
だ

も
う
目
の
ま
え
で
焼
け
て
な
く
な
っ
て
い
く
木
片
の
こ
と
ば
か
り
だ
。
ハ
ン
ス
が
番
兵
に
横
目
を
つ
か

い
な
が
ら
、
口
を
動
か
さ
ず
に
、
小
さ
い
声
で
言
っ
た
、「
こ
い
つ
、
は
じ
け
る
ぞ
」。
エ
ル
ヴ
ィ
ン
が

17 第 1章



言
う
、「
う
む
、
七
本
目
の
木
の
薪
だ
」。
す
る
と
、
み
ん
な
の
顔
に
、
か
す
か
な
、
妙
な
微
笑
が
浮
か

ん
だ
。
希
望
と
嘲
笑
、
無
力
と
大
胆
、
そ
う
し
た
混
じ
り
え
な
い
も
の
の
混
じ
り
あ
っ
た
微
笑
で
あ
る
。

お
れ
た
ち
は
息
を
の
ん
だ
。
雨
あ
し
が
、
あ
る
と
き
は
羽
目
板
を
、
ま
た
あ
る
と
き
は
ブ
リ
キ
屋
根
を

叩
い
て
す
ぎ
た
。
い
ち
ば
ん
年
下
の
エ
ー
リ
ヒ
が
目
尻
を
ち
ら
っ
と
動
か
し
て
、
そ
れ
に
自
分
の
心
の

た
け
を
こ
め
な
が
ら
、
い
や
、
同
時
に
お
れ
た
ち
み
ん
な
の
心
の
た
け
を
こ
め
て
、
ぽ
つ
り
と
言
っ
た
、

「
あ
い
つ
、
い
ま
ご
ろ
ど
こ
に
い
る
だ
ろ
う
な
あ
」

1

　
十
月
の
は
じ
め
、
フ
ラ
ン
ツ
・
マ
ル
ネ
と
い
う
男
が
、
い
つ
も
よ
り
何
分
か
早
く
自
転
車
に
乗
っ
て
、

親
戚
の
農
家
の
家
を
出
か
け
た
。
そ
の
家
は
タ
ウ
ヌ
ス
山
地(

ド
イ
ツ
中
西
部
ラ
イ
ン
山
塊
の
一
部
。
一

帯
か
ら
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
湧
出)

の
前
端

に
あ
る
村
落
シ
ュ
ミ
ー
ト
ハ
イ
ム
に
属
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ツ
は
中
肉
中
背
の
、
が
っ
し
り
し
た
三
十

が
ら
み
の
男
で
、
人
な
か
を
出
歩
い
て
い
て
も
、
い
つ
も
眠
っ
た
よ
う
な
顔
つ
き
を
し
て
い
る
、
お
と

な
し
い
人
間
だ
っ
た
。
し
か
し
い
ま
は
、
畑
の
あ
い
だ
を
抜
け
て
街
道
ま
で
出
る
急
勾
配
な
道
で
、
彼

の
い
ち
ば
ん
好
き
な
コ
ー
ス
だ
っ
た
か
ら
、
彼
の
顔
に
は
生
き
い
き
と
し
た
強
い
素
朴
な
悦よ
ろ
こび
が
あ
ふ

れ
て
い
た
。
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い
ま
の
よ
う
な
身
の
上
の
フ
ラ
ン
ツ
が
ど
う
し
て
上
機
嫌
で
い
ら
れ
た
か
、
そ
れ
は
後
か
ら
考
え
た

ら
、
お
そ
ら
く
不
可
解
な
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
彼
は
ま
っ
た
く
満
足
し
き
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
自
転
車
が
道
の
凸
凹
の
上
で
跳
ね
あ
が
る
と
、
彼
は
嬉
し
そ
う
な
叫
び
ま
で
低
く
あ
げ
る
の
だ

っ
た
。

　
昨
日
か
ら
隣
り
の
マ
ン
ゴ
ル
ト
家
の
畑
を
肥
や
し
て
い
た
羊
の
群
れ
が
、
明
日
は
彼
の
親
戚
の
家
の

リ
ン
ゴ
園
に
な
っ
て
い
る
広
い
原
へ
追
い
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
親
戚
の
家
の
人
た

ち
は
今
日
の
う
ち
に
リ
ン
ゴ
の
と
り
入
れ
を
す
ま
せ
て
し
ま
お
う
と
し
て
い
た
。
青
空
の
な
か
に
力
い

っ
ぱ
い
く
ね
り
出
て
い
る
た
わ
わ
な
枝
葉
は
、
黄
金
の
果
実
を
ぎ
っ
し
り
つ
け
て
い
た
。
ど
れ
も
こ
れ

も
み
な
つ
や
や
か
に
熟
し
て
、
い
ま
し
も
さ
し
め
ぐ
む
朝
日
の
光
に
、
ま
る
で
無
数
の
小
さ
い
丸
い
太

陽
の
よ
う
に
、
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
た
。

　
し
か
し
フ
ラ
ン
ツ
は
、
自
分
が
リ
ン
ゴ
の
と
り
入
れ
に
居
合
わ
せ
な
い
こ
と
を
ち
っ
と
も
悔
ん
で
は

い
な
か
っ
た
。
彼
は
も
う
ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と
、
わ
ず
か
な
小
遣
い
銭
の
た
め
に
野
良
に
出
て
、
農
作

業
を
手
伝
っ
て
き
た
。
そ
の
お
か
げ
で
長
年
の
失
業
の
後
で
も
彼
は
わ
り
あ
い
気
楽
に
し
て
い
ら
れ
た

の
だ
。
い
た
っ
て
物
静
か
で
几
帳
面
な
伯
父
の
家
は
、
労
働
者
宿
泊
所
よ
り
百
倍
も
居
心
地
が
よ
か
っ

た
。
九
月
一
日
以
来
、
彼
は
と
う
と
う
工
場
に
職
を
得
た
。
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
い
ろ
ん
な
理
由
か
ら

好
都
合
だ
っ
た
。
冬
中
彼
は
、
ち
ゃ
ん
と
食
費
を
払
っ
て
居
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
か
ら
、
伯
父
一
家
に
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と
っ
て
も
む
ろ
ん
具
合
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ツ
が
隣
り
の
マ
ン
ゴ
ル
ト
家
の
庭
先
を
通
り
す
ぎ
た
と
き
、
そ
の
家
の
大
き
な
洋
梨
の
木
に

ま
っ
す
ぐ
な
梯は
し

子ご

と
竿さ
お

と
籠
が
い
く
つ
か
か
か
っ
て
い
た
。
総
領
娘
の
ゾ
フ
ィ
ー
が
真
っ
先
に
梯
子
に

跳
び
の
っ
て
フ
ラ
ン
ツ
に
何
か
声
を
か
け
た
。
頑
丈
で
か
な
り
肥
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ち
っ
と
も
み
っ

と
も
な
い
と
こ
ろ
の
な
い
娘
だ
。
手
足
の
く
る
ぶ
し
が
と
て
も
上
品
な
よ
い
か
た
ち
を
し
て
い
る
。
彼

は
、
相
手
が
何
て
言
っ
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
く
る
っ
と
振
り
か
え
っ
て
笑
っ
て
み
せ
た
。

み
ん
な
の
一
員
に
な
れ
た
と
い
う
感
情
が
、
彼
の
胸
を
い
っ
ぱ
い
に
し
た
。
感
受
性
の
に
ぶ
い
、
行
動

力
も
に
ぶ
い
人
た
ち
に
は
、
彼
の
気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
連
中
に
と
っ
て
は
、
一
員
に

な
る
と
い
え
ば
、
一
定
の
家
庭
な
り
、
町
村
な
り
、
あ
る
い
は
恋
愛
関
係
な
ど
の
こ
と
な
の
だ
が
、
フ

ラ
ン
ツ
に
と
っ
て
は
、
単
に
、
こ
の
土
地
に
、
こ
の
土
地
の
人
び
と
に
、
朝
早
く
ヘ
ヒ
ス
ト(

フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
西

部
の
工

業
都
市)

に
通
う
人
た
ち
に
仲
間
入
り
す
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
ま
ず
、
生
き
て
働
い
て
い
る
人
た

ち
の
仲
間
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。

　
マ
ル
ネ
家
の
母
屋
を
ぐ
る
っ
と
ま
わ
る
と
、
朝
霧
を
こ
し
て
、
ゆ
る
や
か
に
下
り
傾
斜
に
ひ
ろ
が
っ

て
い
る
土
地
を
見
お
ろ
す
こ
と
が
で
き
た
。
す
こ
し
さ
が
っ
た
国
道
の
下
手
に
は
羊
飼
い
が
い
て
、
ち

ょ
う
ど
囲
い
の
柵
を
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
家
畜
の
群
れ
は
ど
っ
と
外
へ
出
て
き
て
、
た
ち
ま

ち
お
と
な
し
く
か
た
ま
っ
て
斜
面
に
ま
つ
わ
り
つ
い
た
。
ま
る
で
一
ひ
ら
の
小
さ
な
雲
が
さ
ら
に
小
さ
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く
き
れ
ぎ
れ
に
な
っ
た
か
と
思
う
と
、
ま
た
集
ま
っ
て
膨
ら
む
よ
う
に
。
シ
ュ
ミ
ー
ト
ハ
イ
ム
生
ま
れ

の
こ
の
羊
飼
い
も
、
マ
ル
ネ
家
の
フ
ラ
ン
ツ
に
な
に
や
ら
声
を
か
け
た
。
フ
ラ
ン
ツ
は
に
っ
こ
り
し
た
。

け
ば
け
ば
し
い
赤
の
ス
カ
ー
フ
を
し
た
羊
飼
い
の
エ
ル
ン
ス
ト
は
ま
っ
た
く
羊
飼
い
ら
し
か
ら
ぬ
、
面つ
ら

の
皮
の
厚
い
奴
だ
。
肌
寒
い
秋
の
夜
な
夜
な
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
村
々
か
ら
、
ご
執
心
の
農
家
の
娘
っ

子
た
ち
が
彼
の
移
動
自
在
の
仮
小
屋
に
忍
ん
で
き
た
。
羊
飼
い
の
背
の
う
し
ろ
で
、
土
地
は
な
だ
ら
か

に
大
き
く
波
を
う
っ
て
傾
斜
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
で
も
ま
だ
ラ
イ
ン
河
が
見
え
な
い
の
は
、
鉄
道
で

ま
だ
お
よ
そ
一
時
間
も
離
れ
て
い
る
か
ら
だ
が
、
し
か
も
、
目
に
触
れ
る
も
の
は
み
な
明
ら
か
に
⒡
⒢

こ
の
は
る
か
に
ひ
ろ
が
っ
た
斜
面
の
畑
に
し
て
も
、
果
樹
林
に
し
て
も
、
さ
ら
に
低
い
方
の
ブ
ド
ウ
園

に
し
て
も
、
こ
ん
な
上
の
方
ま
で
届
く
と
い
う
工
場
の
煙
に
し
て
も
、
南
西
部
を
曲
り
く
ね
っ
て
通
る

鉄
道
線
路
や
道
路
に
し
て
も
、
霧
の
な
か
で
か
す
か
に
光
っ
て
い
る
部
面
に
し
て
も
、
真
っ
赤
な
ス
カ

ー
フ
を
し
て
片
方
の
腕
を
腰
に
あ
て
が
い
、
片
足
を
前
へ
突
き
出
し
て
、
ま
る
で
相
手
が
羊
で
は
な
く

軍
隊
で
も
眺
め
て
い
る
と
い
っ
た
恰
好
の
羊
飼
い
に
し
て
も
⒡
⒢
そ
れ
ら
す
べ
て
が
み
な
、
も
う
ラ
イ

ン
地
方
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
こ
の
前
の
戦
争
の
砲
弾
が
そ
の
つ
ど
そ
の
ま
た
前
の
戦
争
の
砲
弾
を
地
中
か
ら
掘
り
お
こ

し
た
と
い
わ
れ
る
土
地
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
丘
陵
は
山
岳
で
は
な
い
。
ど
ん
な
子
供
で
も
日
曜
に
は
コ

ー
ヒ
ー
と
シ
ュ
ト
ロ
イ
ゼ
ル
ク
ー
ヘ
ン(

二
棚
世
紀
前
半
に
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
周
辺
の
家
庭
に
広
ま
っ
た
ケ

ー
キ
。
小
麦
粉
、
バ
タ
ー
な
ど
を
そ
ぼ
ろ
状
に
し
ト
ッ
ピ
ン
グ)

に
あ
り
つ
く
た
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め
に
山
向
こ
う
の
村
の
親
戚
へ
遊
び
に
い
き
、
晩
鐘
の
鳴
り
響
く
頃
に
は
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
、
こ
の
丘
の
つ
ら
な
り
は
長
い
あ
い
だ
世
界
の
果
て
だ
っ
た
⒡
⒢
向
こ
う
側
に
は
未
開
の
荒
野
、

見
知
ら
ぬ
蛮
地
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
丘
に
沿
っ
て
、
ロ
ー
マ
人
は
彼
ら
の
防
壁

リ
ー
メ
ス

を
築
い
た
。
彼

ら
が
こ
の
丘
の
上
で
ケ
ル
ト
人
の
太
陽
神
の
祭
壇
を
焼
き
は
ら
っ
て
以
来
、
い
か
に
多
く
の
世
代
が
血

を
流
し
、
い
か
に
多
く
の
死
闘
が
く
り
か
え
さ
れ
た
こ
と
か
。
そ
の
結
果
、
ロ
ー
マ
人
は
、
も
は
や
手

に
入
れ
う
る
限
り
の
世
界
は
す
べ
て
防
壁
で
囲
ま
れ
、
す
で
に
開
拓
さ
れ
つ
く
し
た
と
信
ず
る
に
至
っ

た
の
だ
。
し
か
し
、
あ
の
下
方
に
位
置
す
る
都
市
が
そ
の
紋
章
と
し
て
守
っ
て
き
た
も
の
は
、
鷲わ
し

で
も

な
け
れ
ば
十
字
架
で
も
な
く
、
あ
の
ケ
ル
ト
人
の
日
輪
で
あ
り
、
マ
ル
ネ
家
の
リ
ン
ゴ
を
実
ら
せ
る
太

陽
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
か
つ
て
幾
多
の
軍
団
が
陣
を
布し

き
、
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
世
の
あ
り
と
あ
る
神

々
が
、
都
市
の
神
も
農
村
の
神
も
、
ユ
ダ
ヤ
の
神
も
キ
リ
ス
ト
教
の
神
も
、
ア
ス
タ
ル
テ(

古
代
フ
ェ
ニ

キ
ア
の
月
の

女神)

も
イ
シ
ス(

古
代
エ
ジ
プ
ト

の
豊
穣
の
女
神)

も
、
ミ
ト
ラ(
古
代
イ
ラ
ン

の
光
の
神)

も
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス(

ギ
リ
シ
ア
の
伝
説

的
竪
琴
の
名
手)

も
、
祭
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
荒
野
が
ひ
ら
け
る
。
い
ま
こ
の
場
所
で
、
シ
ュ
ミ
ー
ト
ハ
イ
ム
の
エ
ル
ン

ス
ト
は
片
足
を
前
に
つ
き
だ
し
、
片
腕
を
腰
に
あ
て
て
、
羊
の
か
た
わ
ら
に
た
た
ず
み
、
そ
の
ス
カ
ー

フ
の
端
は
、
た
え
ず
風
が
吹
き
そ
よ
い
で
い
る
よ
う
に
、
ま
っ
す
ぐ
た
な
び
い
て
い
る
。
彼
の
背
後
の
、

朝
日
が
や
わ
ら
か
く
翳か
げ

っ
て
い
る
谷
間
で
は
、
幾
多
の
民
族
が
ご
っ
た
煮
に
さ
れ
た
。
北
と
南
、
東
と

西
、
す
べ
て
が
入
り
ま
じ
り
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
沸
き
た
ち
、
し
ぶ
き
を
あ
げ
た
が
、
し
か
も
こ
の
土
地
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